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	主催
	：
	立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科

	
	共催
	：
	日本希望製作所

	２００８年７月28日(月) 18：30～20：30

	立教大学池袋キャンパス　8２0２教室（８号館２階）

	



	　日本も韓国も格差社会、コミュニティの疲弊や崩壊がいわれ、現場に密着したオルタナティブな社会改革が切実に求められている。現在、「狂牛病問題」で連日のようにろうそくデモに沸く韓国でも、そうした市民社会のダイナミズムが、このオルタナティブな方向性とどのように結びついていくのか、という問いが投げかけられている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　2006年3月、市民参加型のシンクタンクとして韓国で誕生した「希望製作所」は、より良い地域社会づくりを掲げてそうしたオルタナティブを創案し、ひろく社会に発信し続けている。「夢は現実に、未来は現在に、問題は代案へと変えていく」という理念のもと、研究員全員がSocial Designerを名乗り、「社会をデザインする」さまざまな試みを行ってもいる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　同時代性のなかで、奇しくも同様のミッションを掲げてきた21世紀社会デザイン研究科と韓国希望製作所が広く意見を交わしつつ、日韓市民社会がともに学び合いながら互いの経験と知を共有し、21世紀の”希望”をデザインする試みの新たな一歩として本シンポジウムを開催する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	パネリスト

	：
	朴元淳氏（韓国希望製作所常任理事）
「韓国社会をデザインする希望製作所―２年間の取り組みと実験を振り返る」
中村陽一氏（立教大学大学院21世紀社会デザイン研究科・法学部教授）
「社会をデザインする知のネットワーク」

	ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ

	：
	文京洙氏（立命館大学国際関係学部教授）

林泰義氏（日本希望製作所理事長）

	司　 会
	：
	菅原敏夫氏(東京自治研究センター研究員)

	   対象
	：
	２１世紀社会デザイン研究科学生、立教大学学生、教職員、校友、一般市民

	   受講
	：
	無　料・申込不要

	　 お問合せ
	：
	立教大学独立研究科事務室　０３－３９８５－４５３０

（〒１７１－８５０１　東京都豊島区西池袋３－３４－１）



立教大学大学院２１世紀社会デザイン研究科は社会組織、危機管理、NPO活動をテーマとした


日本初の社会人のための昼夜開講制の博士課程前期・後期課程からなる大学院です。














